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要 旨   

 

背景 グレリンは、アルコール依存症の治療において重要な役割を担っている。したがって、

グレリン系はアルコール依存症に対する薬物療法のターゲットとなる可能性がある。グレリン

は、食欲性ホルモン、代謝性ホルモン、ストレス関連ホルモンなど、いくつかの神経内分泌経

路を調節し、これらは特にアルコール使用との関連性が高い。本研究の目的は、大量飲酒者に

おいて、アルコールと組み合わせた外因性グレリン投与に対する神経内分泌反応を包括的に評

価することであった。 

方法 本試験は、無作為クロスオーバー、二重盲検、プラセボ対照のヒトを対象とする実験室

研究であり、2つのアルコール投与実験パラダイム（i.v. アルコール自己投与と i.v. アル

コールクランプ）を含んでいた。各パラダイムは、グレリンまたはプラセボの 2回投与で構成

された。各セッションで採血を繰り返し、レプチン、グルカゴン様ペプチド-1、膵臓ポリペプ

チド、胃抑制ペプチド、インスリン、インスリン様成長因子-1、コルチゾール、プロラクチ

ン、アルドステロンの末梢濃度を測定した。 

結果 グレリンはプラセボと比較して、グルカゴン様ペプチド-1、膵臓ポリペプチド、コルチ

ゾール、プロラクチンの血中濃度を急性期および全時間帯で上昇させた。レプチン濃度の低下

とアルドステロン濃度の上昇も、グレリン対プラセボのセッションで認められた。 

結論 これらの知見は、アルコール使用障害のある大量飲酒者の臨床的関連サンプルから得ら

れたものであり、アルコール使用におけるグレリンと食欲、代謝およびストレス関連の神経内

分泌経路との複雑な相互作用について深い洞察を与えるものである。 

 
 


